
今週のカレンダー ※気象データは2020年分

今週のおすすめ情報

めばちまぐろ 和歌山県・インドネシア沖他 お問い合わせ下さい

■まぐろ課 022-237-8324

インドまぐろ インドネシア沖 お問い合わせ下さい

蜆 島 根 県 5k ｋ1,000～

サザエ 長 崎 県 沖 5k ｋ1,300円～

アサリ 北 海 道 沖 5k ｋ1,100～

近海蛤 千 葉 県 沖 2k/大 ｋ2,500～

近海蛤 千 葉 県 沖 2k/小 ｋ2,700～

石ダイ 静岡県沖 5尾/5ｋ～ ｋ2,200円～

■特殊近海2課  022-237-8323

■特殊近海1課 022-237-8325

サバ 静岡県沖 4k/４尾 ｋ1,500円～

カツオ 千葉県沖 1入/6～10ｋ ｋ800～500円

兵庫ボイルホタル 兵庫県沖他 5合 枚600～500円

ニシン 北海道沖 5k/約15尾 ｋ1,600～1,400円

アラスカ白子 アメリカ 1k/9入 Ｐ1,600～1,300円

■遠海課 022-237-8320

ヤリイカ 千葉県沖他 3k/10～18入 ｋ1,600～1,500円

今週の見通し （2月22日～2月28日） お買得情報

商品名 規格 予想価格 相場

2/28 日 大安 ビスケットの日 7.1 0.3

2/27 土 仏滅 女性雑誌の日　冬の恋人の日 7.5 1.0

2/26 金 先負 2.26事件の日　脱出の日 4.5 3.0

2/25 木 友引 夕刊紙の日 13.2 5.1

2/24 水 先勝 鉄道ストの日 11.0 2.8

2/23 火 赤口 天皇誕生日　ふろしきの日 6.4 3.5

天気(昼)

2/22 月 大安 世界友情の日　猫の日 11.6 4.1

日付 曜日 六曜 行事・記念日 最高気温 最低気温

仙都魚類㈱は、「食材王国みやぎ」を応援しています。

て、大きいのは刺身で、独特の甘みが口
の中に広がります。

滅多に見ない、活かしたままの「活ヤ
リ」は、歯ごたえと甘味のバランスが最
高。また、卵を持った子持ちヤリイカの
姿煮も、オススメしたい春の味です。
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● 特近1
ボタンエビ
<秋田県沖産 3.3k/中>…k3,000円～
鮮やかな見た目と、口いっぱいに広が
る甘味は食べた人だけが知る幸せです。

●遠 海
本マス
<北海道沖産他 5k/3～5入>
…k900～700円 鱒も春商材です。
脂の乗りの良さを是非味わって下さい。

※天候・時化等により、入荷・規格が変更になる

場合があります。

【 ヤリイカ 】夏のケンサキ、冬のヤリイカ

2月第4週の食卓にはコレッ♪

♪恋はピリオド♪

2月も後半になり、市場には春商材が少しずつ入荷し始めています。
今回のテーマは「いか」、春になるとするめいかの入荷がほぼ無く
なってしまい、代わりにヤリイカが出てきます。ヤリイカはその名の
通り槍のようなシャープな見た目が特徴で、冬から春にかけて産卵の
ため沿岸部にやって来ます。

身が薄いので加熱しても柔らかく、小型のものはそのままボイルし

● 特近2
蛤 <中国産 2k/大>…ｋ1,200円～
蛤 <中国産 2k/小>…k900円～
2月最終週ですから、ひな祭り商材はマ
ストです。やはり中国産で、金額をど
れだけ伸ばすかがカギです。

●まぐろ
メバチまぐろ
前半は引き合いが弱そうですが、後半
のひな祭り需要がどの程度伸長するか
で、相場が形成されるでしょう。

オススメ！

●醤油いくら <北海道産 500g・250g>
…k12,000円～
●とびっ子 <ペルー産 500g>…@1,500円～
●すしっ子 <アイスランド産 500g>
…@1,100円～

●秋鮭フィーレ <北海道産>…k1,100円～

●刻み穴子 <渡會 1k>…k2,000円～
●とびっこ <大栄フーズ 500g>
…k1,350円～
●いか明太 <大谷屋 1k>…k1,200円～

やはりこちらも、ひな祭り関連ですね。ちょっと贅沢な旨さ

2月13日土曜日深夜11時8分、最高震度6強の地
震が東日本を襲いました。ここまで強い地震は東日
本大震災以来とのこと、確かに尋常ではない地鳴り
といつまでも続く大きな揺れとの中で頭に浮かんだ
のは、10年前の3月11日の事でした。水道・電
気・ガス全てが止まったままで、それでも「食」と
いう大切な命を繋ぐ糧を届けるために皆で励まし合
いながらの毎日。動かしていたのは、市場の使命と
責任感だったように思います。幸いに今回は大きな
被害もなく無事に過ごせていますが、震災から10
年というこのタイミングでの大きな揺れは、改めて
防災の意識を促すためのメッセージなのかも知れま
せんね。
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